
こんにちはこんにちは
野々市市議会です野々市市議会です

郷公民館郷公民館

花いっぱい運動花いっぱい運動

議会だより
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　令和７年第２回６月定例会は、６月９日から２７日まで開かれました。　令和７年第２回６月定例会は、６月９日から２７日まで開かれました。
　６月定例会では、市長提出議案１１件のうち９件を全会一致で可決、　６月定例会では、市長提出議案１１件のうち９件を全会一致で可決、
承認し、２件を賛成少数で否決しました。承認し、２件を賛成少数で否決しました。
　また、諮問１件を全会一致で適任としました。　また、諮問１件を全会一致で適任としました。
　可決された議案のうち、専決処分に係る補正予算の３件につきまして　可決された議案のうち、専決処分に係る補正予算の３件につきまして
は、交付金や事業の確定等による歳入と歳出の調整によるものが主では、交付金や事業の確定等による歳入と歳出の調整によるものが主で
あり、市税条例の改正については軽自動車税では二輪車の車両区分のあり、市税条例の改正については軽自動車税では二輪車の車両区分の
見直しによる税率改正、市民税では大学生年代の子等の扶養に関する見直しによる税率改正、市民税では大学生年代の子等の扶養に関する
所得控除等の規定の改正、たばこ税関係では加熱式たばこの課税方式所得控除等の規定の改正、たばこ税関係では加熱式たばこの課税方式
の改正が主であります。の改正が主であります。
　否決された議案は、議案第 36 号 令和７年度一般会計補正予算（第　否決された議案は、議案第 36 号 令和７年度一般会計補正予算（第
1 号）および議案第 42 号 財産の無償貸付の２件です。1 号）および議案第 42 号 財産の無償貸付の２件です。
　いずれも旧本町児童館の関係する議案であり、地元住民や町内会へ　いずれも旧本町児童館の関係する議案であり、地元住民や町内会へ
の説明がなされていない事や、付託された委員会において選定事業者の説明がなされていない事や、付託された委員会において選定事業者
との契約内容や市側が求めている事業要件に疑義があるなどの意見がとの契約内容や市側が求めている事業要件に疑義があるなどの意見が
あり、賛成少数により否決となりました。あり、賛成少数により否決となりました。

6月
定例会

令和７年度野々市市一般会計補正予算・財産の無償貸付令和７年度野々市市一般会計補正予算・財産の無償貸付

旧本町児童館のトイレ改修費用と旧本町児童館のトイレ改修費用と
同施設の無償貸し付けの議案を併せて否決同施設の無償貸し付けの議案を併せて否決

○＝賛成、×＝反対
※所属会派は議決時点での会派を記載しています。
※会派等の名称：市民の会（ののいち市民の会）、共（日本共産党）、

　令（令和清栄）、無（無名）、公（公明）、議（議長）、副（副議長）

番　号 件　名

議

決

日

議

決

結

果

野々市フォーラム 市民の会 共 令 無 公 議 副
三
納
　
昭
博

田
中
　
陽
子

畠
中
　
勝
己

小
堀
　
孝
史

北
村
　
大
助

中
村
　
義
彦

中
村
　
和
流

西
村
　
雅
博

梅
野
智
恵
子

岩
見　
　
博

西
本　
政
之

朝
倉　
雅
三

木
谷　
直
子

安
原
　
　
透

向
田
　
誠
市

議案第32号 専決処分（令和６年度野々市市一般会計補正予算第８号）の承
認について ６月27日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※
議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

○

議案第33号 専決処分（令和６年度野々市市国民健康保険特別会計補正予
算第３号）の承認について ６月27日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第34号 専決処分（令和６年度野々市市介護保険特別会計補正予算第３
号）の承認について ６月27日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第35号 専決処分（野々市市税条例の一部を改正する条例）の承認について ６月27日 承　　認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第36号 令和７年度野々市市一般会計補正予算（第１号）について ６月27日 原案否決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

議案第37号 非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一
部を改正する条例について ６月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第38号 町の区域の変更について ６月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第39号 工事請負契約の締結について ６月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第40号 財産の取得について ６月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第41号 財産の取得について ６月27日 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第42号 財産の無償貸付について ６月27日 原案否決 × × × × × × ○ ○ ○ ○ × ○ × ×

諮問第1号 人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることについて ６月９日 適　　任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　決　結　果　一　覧

人　
　
事

人
権
擁
護
委
員

佐
久
間
　
千
恵
（
新
庄
二
丁
目
）

Q　
整
備
さ
れ
る
観
光
拠
点
の
ト
イ

レ
に
つ
い
て
は
、
24
時
間
使
え
る

の
か
。Ａ　

観
光
者
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
の
利
用
、
イ
ベ
ン
ト
等
、
幅
広

く
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。
宿
泊
施

設
の
夜
間
の
ト
イ
レ
の
使
用
は
、
事
業
者

と
協
議
し
て
柔
軟
に
対
応
し
た
い
。
喜
多

家
住
宅
の
ト
イ
レ
は
、
開
館
時
間
の
関
係

に
よ
り
24
時
間
の
使
用
は
難
し
い
。

Q　
旧
本
町
児
童
館
を
貸
付
す
る
予

定
の
事
業
者
の
定
款
に
宿
泊
業
の

記
載
が
な
い
。
載
せ
て
お
く
べ
き
で
は
な

い
の
か
。

Ａ　

法
人
登
記
事
項
の
目
的
に
宿
泊

業
を
追
加
す
る
よ
う
、
事
業
者
に

定
款
を
変
更
す
る
よ
う
指
導
す
る
。

Q　
除
雪
委
託
の
補
助
に
つ
い
て
、

令
和
６
年
度
に
交
付
し
た
町
内
会

の
数
と
金
額
は
。

A　
町
内
会
へ
の
除
雪
費
補
助
は
雪

害
対
策
本
部
の
設
置
が
条
件
と
な

る
の
で
、
今
回
は
補
助
金
の
交
付
は
な
い
。

Q　
旧
本
町
児
童
館
の
使
い
道
は
ど

の
よ
う
に
す
る
の
か
。

Ａ　
宿
泊
施
設
と
飲
食
に
よ
り
、
新

た
な
賑
わ
い
創
出
を
期
待
す
る
。

観
光
に
特
化
し
た
新
た
な
財
源
が
出
て
き

た
の
で
、
こ
の
機
会
を
逃
さ
ず
に
で
き
る

だ
け
早
く
整
備
し
た
い
。

Q　
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
復
興

基
金
交
付
金
を
ま
ち
づ
く
り
事
業

に
活
用
予
定
で
あ
る
。
こ
の
交
付
金
の
活
用

で
き
る
範
囲
は
。

Ａ　
交
付
金
の
対
象
事
業
は
、
新
た

な
観
光
物
産
拠
点
施
設
の
整
備
、

宿
泊
施
設
や
観
光
施
設
等
の
受
け
入
れ
環

境
の
整
備
、
ソ
フ
ト
事
業
等
、
幅
広
く
使

え
る
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
て
い
る
。

６
月
６
月
1919・・2020・・2323・・2424
日
の
日
の
44
日
間
日
間

各
委
員
会
の
主
な
質
問
と
答
弁

各
委
員
会
の
主
な
質
問
と
答
弁

予
算
決
算
・
総
務
産
業
・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

予
算
決
算
・
総
務
産
業
・
教
育
福
祉
常
任
委
員
会

　

特
に
新
設
さ
れ
た
、
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
に
は
期
待
と
関
心
が
高
ま

り
ま
す
。

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
渡
っ
て
、

切
れ
間
な
く
子
ど
も
か
ら
、
そ
の
家

族
に
も
支
援
さ
れ
る
拠
点
に
な
る
こ

と
で
、
子
育
て
に
不
慣
れ
な
若
い
世

代
や
、
近
く
に
相
談
相
手
が
い
な
い

方
、
働
き
な
が
ら
育
児
を
す
る
保
護

者
の
皆
さ
ん
た
ち
が
、
気
軽
に
話
が

で
き
、
不
安
な
く
市
内
で
子
育
て
し

て
も
ら
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

館
内
各
所
に
石
川
県
材
の
能
登
ヒ

バ
の
集
成
材
が
使
用
さ
れ
、
よ
い
香

り
に
包
ま
れ
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
も

あ
り
そ
う
で
す
。
ま
た
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
も
据
え
付
け
ら
れ
、
通
常
電
力

の
補
助
を
行
っ
て
い
る
と
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。
蓄
電
池
か
ら
は
専
用
の

コ
ン
セ
ン
ト
を
設
置
し
て
い
て
災
害

時
に
使
用
可
能
と
な
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

災
害
時
対
応
は
突
然
、
待
っ
た
な

し
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
そ
う
い
っ

た
事
態
に
な
っ
て
も
、
子
ど
も
た
ち

も
保
護
者
も
安
心
し
て
通
え
る
よ
う

な
施
設
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

日　
程
：
４
月
23
日

参
加
者
：
◎
田
中
、
○
西
村
、
三
納
、

朝
倉
、
向
田
、
北
村
、
西
本

「
の
の
い
ち
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
現
地
視
察

　
令
和
５
年
７
月
よ
り
改
修
及
び
増

築
工
事
が
進
め
ら
れ
て
き
た
「
の
の

い
ち
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
視

察
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
中
央
保
育
園
機
能
に
、
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
〈
み
っ
て
〉、
発
達
相

談
セ
ン
タ
ー
、
新
た
に
こ
ど
も
家
庭

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
に
渡
っ
て
、
子
ど
も
と
子

育
て
家
族
を
切
れ
間
な
く
支
援
す
る

た
め
の
拠
点
と
な
る
よ
う
な
複
合
施

設
と
し
て
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
施
設
内
は
活
動
内
容
別
に
玄
関
も

分
け
ら
れ
、
室
内
も
各
セ
ン
タ
ー
の

利
用
者
同
線
が
干
渉
し
な
い
よ
う

ゾ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
、
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。
２
階
の
発
達
相
談
セ
ン
タ
ー

へ
は
自
動
昇
降
機
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
調
理
棟
も
新
た
に
増
築

さ
れ
、
衛
生
管
理
の
行
き
届
い
た
場

所
で
子
ど
も
た
ち
に
見
合
っ
た
食
事

が
用
意
さ
れ
ま
す
。

教
育
福
祉
常
任
委
員
会
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一般質問 一般質問

田中 陽子 議員
（野々市フォーラム）

「現在の空家等対策計画が令和9年度末で計画期間が終了するため、「現在の空家等対策計画が令和9年度末で計画期間が終了するため、
今後実態調査を経て、令和10年4月に空き家等対策を改訂する予定」今後実態調査を経て、令和10年4月に空き家等対策を改訂する予定」

本
市
の
空
家
の
現
状
と
空
き
家
対

策
計
画
の
見
直
し
に
つ
い
て 

Ｑ
全
国
的
に
空
き
家
が
増
加
し
て

い
る
が
、
本
市
の
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
空
き
家
対
策
計

画
の
見
直
し
の
予
定
は
あ
る
の
か
を
伺

う
。Ａ

建
設
部
長
●
平
成
29
年
度
実
態

調
査
で
は
１
４
５
件
確
認
し
て

お
り
、そ
の
後
解
体
届
等
の
情
報
に
よ
り
、

現
時
点
で
は
１
３
０
件
と
推
計
し
て
い

る
。
平
成
29
年
度
に
策
定
さ
れ
た
「
野
々

市
市
空
家
等
対
策
計
画
」
に
基
づ
き
関
係

部
局
で
構
成
す
る

　
「
空
家
等
対
策
協
議
会
」
を
設
置
し
、

空
き
家
に
係
る
防
災
、
防
犯
、
衛
生
、
景

観
な
ど
課
題
に
対
応
し
て
い
る
。

　
現
在
の
「
空
家
等
対
策
計
画
」
が
令
和

9
年
度
末
に
計
画
期
間
が
終
了
す
る
こ
と

を
見
据
え
て
、
実
態
調
査
を
経
て
、
令
和

10
年
4
月
に
改
訂
を
予
定
し
て
い
る
。

Ｑ
管
理
不
良
の
空
き
家
な
ど
に
は
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
、
ア
ラ
イ
グ
マ
等
有

害
鳥
獣
が
住
み
着
く
な
ど
の
対
策
に
つ
い

て
と
、
イ
ノ
シ
シ
、
ク
マ
な
ど
大
型
の
有

害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
建
設
部
長
●
住
み
着
い
た
有
害

鳥
獣
の
対
策
は
、
本
来
所
有
者
が

う
。Ａ

健
康
福
祉
部
長
●
成
年
後
見
制

度
は
、
認
知
症
や
、
知
的
障
害
、

精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
財
産
管
理
や
契
約

行
為
を
自
身
で
行
う
こ
と
が
困
難
な
方
を

保
護
、
支
援
す
る
た
め
の
制
度
で
「
法
廷

後
見
制
度
」
と
「
任
意
後
見
制
度
」
の
2

種
類
あ
り
、
本
市
で
は
令
和
6
年
８
月
１

日
現
在
、
前
者
１
４
０
人
、
後
者
2
人
が

利
用
さ
れ
て
い
る
。
毎
年
緩
や
か
に
増
加

す
る
傾
向
に
あ
る
。

　
現
行
の
制
度
で
は
、
様
々
な
問
題
が
あ

り
、
現
在
、
国
に
お
い
て
見
直
し
の
方
向

で
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
福

祉
総
務
課
、
介
護
長
寿
課
を
は
じ
め
市
内

各
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
身
近
な
窓
口
で
の

相
談
が
で
き
る
他
、
市
内
各
所
で
開
設
さ

れ
て
い
る
地
域
サ
ロ
ン
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
な
ど
で
認
知
症
に
か
か
わ
る
様
々

な
取
り
組
み
の
中
に
成
年
後
見
制
度
を
周

知
す
る
取
り
組
み
も
有
効
と
考
え
る
。
昨

年
度
に
は
本
市
担
当
職
員
を
講
師
に
し
て

民
生
委
員
児
童
委
員
を
対
象
に
研
修
を
開

催
し
周
知
に
努
め
て
い
る
。
国
に
お
け
る

制
度
改
正
の
動
向
に
も
注
視
し
な
が
ら
、

分
り
や
す
く
正
確
な
情
報
の
周
知
に
努
め

て
い
く
。

個
々
に
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
市
で
は
管

理
不
行
き
届
き
な
空
家
の
所
有
者
に
対

し
、
建
物
の
破
損
個
所
を
修
繕
し
侵
入
経

路
を
塞
ぐ
こ
と
や
、
庭
木
の
剪
定
、
草
刈

り
の
定
期
実
施
や
、
餌
と
な
る
も
の
を
置

か
な
い
こ
と
な
ど
、
有
害
鳥
獣
が
住
み
着

か
な
い
環
境
整
え
る
よ
う
、
関
連
す
る
課

と
連
携
し
、
適
切
な
管
理
の
徹
底
指
導
を

行
っ
て
い
く
。

　
ク
マ
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど
の
大
型
の
有
害

鳥
獣
に
つ
い
て
、
近
年
で
は
全
国
的
に
も

山
間
部
に
限
ら
ず
市
街
地
に
も
出
没
が
増

加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市
で
も
県

や
警
察
、
猟
友
会
、
隣
接
の
金
沢
市
、
白

山
市
と
連
携
し
て
出
没
情
報
を
共
有
し

て
、
ラ
イ
ン
、
ほ
っ
と 

Ｈ
Ｏ
Ｔ
メ
ー
ル

等
迅
速
に
情
報
提
供
し
注
意
喚
起
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら
石
川
県
猟

友
会
野
々
市
支
部
と
白
山
市
支
部
が
合
併

し
た
こ
と
で
広
域
で
の
連
携
体
制
を
強
化

し
て
い
く
。
今
後
、
ク
マ
だ
け
で
な
く
、

イ
ノ
シ
シ
な
ど
そ
の
他
有
害
鳥
獣
に
つ
い

て
も
必
要
な
情
報
を
公
開
で
き
る
よ
う
検

討
す
る
。

成
年
後
見
制
度
の
本
市
の
利
用
状

況
、
周
知
方
法
な
ど
に
つ
い
て

Ｑ
成
年
後
見
制
度
の
本
市
の
利
用

状
況
と
周
知
方
法
に
つ
い
て
伺
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文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
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本市の空き家の状況と、
空家等対策について伺う

Ｉ
Ｒ
野
々
市
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
創

出
と
交
遊
舎
の
在
り
方
に
つ
い
て

Ｑ
交
遊
舎
に
つ
い
て
、
野
々
市
市
個

別
施
設
計
画
で
は
「
施
設
の
在
り

方
検
討
」
最
終
年
度
に
あ
た
る
。
施
設
整

備
や
活
用
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
建
設
部
長
●
平
成
９
年
に
建
築

さ
れ
、
約
28
年
経
過
し
て
お
り
、

適
切
な
改
修
工
事
を
お
こ
な
う
こ
と
で
、

耐
用
年
数
ま
で
使
用
可
能
と
判
断
し
、
安

全
性
と
機
能
性
を
確
保
し
な
が
ら
長
期
的

な
活
用
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
駅
利
用

者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ
う
、

交
遊
舎
内
に
カ
フ
ェ
の
併
設
や
民
間
活
力

の
導
入
出
店
も
視
野
に
入
れ
た
複
合
的
な

活
用
を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
市
長
●
野
々
市
駅
周
辺
は
こ
れ

ま
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
開
催
や
取

組
か
ら
、
人
の
集
積
や
に
ぎ
わ
い
創
出
が

見
込
め
る
場
所
で
あ
る
こ
と
も
確
認
が
で

き
て
い
る
。
施
設
を
改
修
す
る
際
に
は
よ

り
魅
力
的
な
施
設
と
な
る
よ
う
に
、
こ
れ

ま
で
い
た
だ
い
た
御
意
見
な
ど
し
っ
か
り

踏
ま
え
て
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

Ｑ
駅
前
の
交
流
拠
点
の
形
成
と
し

て
、「
野
々
市
駅
前
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
委
員
会
」「
御
経
塚
ま
ち
づ
く
り
会
」

が
取
り
組
む
過
去
３
年
間
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
受
け
、
本
市
の
評
価
を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
回
を
重
ね
る
ご
と
に
趣

向
が
凝
ら
さ
れ
、
駅
前
周
辺
町
内

会
は
も
と
よ
り
多
く
の
方
々
に
参
加
を
い

た
だ
く
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
大
変
な

盛
り
上
が
り
と
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
て
い

る
。
そ
の
地
域
に
住
む
皆
様
自
ら
が
主
体

的
に
計
画
立
案
さ
れ
実
行
さ
れ
る
取
り
組

み
は
大
変
意
義
あ
り
、
そ
の
地
域
だ
け
に

と
ど
ま
ら
ず
ま
ち
全
体
に
波
及
効
果
を
も

た
ら
す
可
能
性
が
あ
る
。

Ｑ
市
民
協
働
の
意
識
醸
成
、
継
続
性

の
確
保
の
観
点
か
ら
支
援
の
在

り
方
や
拡
充
方
針
に
つ
い
て
考
え
は
。

Ａ
市
長
●
こ
れ
ま
で
の
駅
前
イ
ベ
ン

ト
で
は
、
本
市
も
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
様
々
な
方
法
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、

市
と
し
て
応
援
で
き
る
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も

行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

Ｑ
Ｉ
Ｒ
野
々
市
駅
を
拠
点
と
し
た

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
、
今

後
の
方
針
を
伺
う
。

Ａ
建
設
部
長
●
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル

は
各
公
共
交
通
機
関
や
自
家
用

車
を
補
完
す
る
移
動
手
段
と
し
て
多
く
の

地
域
で
導
入
さ
れ
て
お
り
、
環
境
負
荷
の

軽
減
や
生
活
利
便
性
の
向
上
、
健
康
促
進

と
い
っ
た
多
く
の
メ
リ
ッ
ト
が
期
待
さ
れ

て
お
り
、
本
市
と
し
て
も
実
証
実
験
の
実

現
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。
本
市
を
含

む
中
央
都
市
圏
に
お
い
て
既
に
シ
ェ
ア
サ

イ
ク
ル
を
実
施
し
て
い
る
金
沢
市
か
ら
、

シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
を
実
施
す
る
上
で
の
課

題
な
ど
の
情
報
提
供
を
い
た
だ
く
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
ず
は
実
証
実
験
を
実
施
す

る
た
め
の
課
題
や
費
用
な
ど
の
条
件
整
理

を
し
て

ま
い
り

た
い
。

地域の皆様から寄せられるご意見ニーズを踏まえ、地域の皆様から寄せられるご意見ニーズを踏まえ、
既存施設を最大限活用し魅力ある施設整備を進める既存施設を最大限活用し魅力ある施設整備を進める

交遊舎の施設整備の方向性と
活用方針について伺う

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
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梅野 智恵子 議員
（ののいち市民の会）

「野々市えきまえむすびーと 2024」交遊舎前にて
御経塚まちづくり会より提供
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一般質問 一般質問

木谷 直子 議員
（公明）

資源回収時は困難だが、エコステーショ資源回収時は困難だが、エコステーショ
ンなどで収集できないか検討するンなどで収集できないか検討する

労
働
者
協
同
組
合
（
労
協
）
に
つ

い
てＱ

ま
ず
は
市
職
員
が
理
解
を
深
め
、

市
民
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
で
周

知
・
普
及
を
し
、
推
進
し
て
い
く
べ
き
だ
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
そ
の
仕
組
み
や

役
割
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
職
員
の
理
解
促
進

に
努
め
る
。
厚
労
省
が
開
催
す
る
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
等
を
有
効
活
用
で
き
る
よ

う
、
市
民
に
周
知
し
、
労
協
の
情
報
を
広

く
発
信
し
自
主
的
な
取
組
を
推
進
す
る
。

　
労
働
者
協
同
組
合
と
は

●
地
域
づ
く
り
を
仕
事
に
す
る
新
し
い
働

き
方
で
す
。

【
基
本
原
理
】

①
資
金
を
出
し
合
う

②�

話
し
合
い
、
組
合
員
の
意
見
を
反
映
し

て
事
業
・
経
営
を
行
う

③
組
合
員
は
、
共
に
働
く

持
続
可
能
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

奨
学
金
返
還
支
援
に
つ
い
て

Ｑ
現
在
、
野
々
市
に
住
む
若
い
人
材

を
流
出
さ
せ
な
い
、
ま
た
野
々
市

ア
ン
ケ
ー
ト
等
で
意
見
を
把
握
す
る
仕
組

み
が
あ
る
。
市
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

各
学
校
が
よ
り
よ
い
制
服
の
あ
り
方
に
つ

い
て
、
検
討
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
必
要
な

支
援
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
。

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
と
は

●
性
別
に
よ
る
制
服
の
違
う
部
分
を
少
な

く
し
、
選
択
肢
を
広
げ
自
由
に
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
で
き
る
制
服
の
考
え
方
で
す
。

●
例
え
ば
、
ス
カ
ー
ト
、
ス
ラ
ッ
ク
ス
、

ネ
ク
タ
イ
、
リ
ボ
ン
な
ど
、
ア
イ
テ
ム
を

自
由
に
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た

り
、
シ
ャ
ツ
の
色
が
複
数
あ
り
、
好
き
な

色
が
選
べ
る
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
生
徒
の
多
様
性
を
尊
重
し
、
安
心
し
て

自
分
ら
し
く
学
校
生
活
を
送
る
た
め
の
環

境
整
備
は
、
本
市
の
教
育
の
質
向
上
に
も

つ
な
が
る
重
要
な
取
組
だ
と
考
え
ま
す
。

　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
キ
ャ
ッ
プ
運
動

●
リ
サ
イ
ク
ル
業
者
に
持
ち
込
ま
れ
た

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
売
却
益
の
一

部
を
寄
付
し
、
世
界
の
子
ど
も
た
ち
ワ
ク

チ
ン
を
届
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

●
世
界
で
は
、
１
日
４
０
０
０
人
、
時
間

に
し
て
２
０
秒
に
１
人
の
赤
ち
ゃ
ん
や
子

ど
も
が
、
ワ
ク
チ
ン
が
な
い
た
め
に
命
を

落
と
し
て
い
ま
す
。

出
身
者
の
Ｕ
タ
ー
ン
を
促
進
す
る
た
め
に

も
、
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を
創
設
す
べ

き
で
あ
る
。

Ａ
市
長
●
ど
の
よ
う
な
支
援
が
効

果
的
で
あ
る
か
、
今
後
さ
ま
ざ
ま

な
事
例
を
参
考
に
、
さ
ら
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

中
学
校
に
お
け
る
女
子
制
服
ス

ラ
ッ
ク
ス
導
入
の
検
討
に
つ
い
て

Ｑ
ジ
ェ
ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
や
女
子
制

服
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
導
入
が
全
国
的

に
進
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ
教
育
長
●
多
様
性
を
尊
重
す
る
観

点
か
ら
制
服
を
見
直
す
学
校
が
増

え
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｑ
今
後
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ジ
ェ

ン
ダ
ー
レ
ス
制
服
導
入
の
検
討

や
、
女
子
制
服
の
ス
ラ
ッ
ク
ス
導
入
を
推

奨
し
て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。
ま
た
、
制

服
改
定
時
に
生
徒
や
保
護
者
の
意
見
を
反

映
さ
せ
る
仕
組
み
は
あ
る
の
か
。

Ａ
教
育
長
●
制
服
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
各
学
校
が
判
断
す
る
事

項
と
な
る
が
、
生
徒
の
声
や
保
護
者
の
意

見
を
丁
寧
に
聞
き
取
る
こ
と
が
不
可
欠
。

市
内
中
学
校
に
は
、
校
則
や
制
服
見
直
し

検
討
の
際
、
生
徒
の
意
見
収
集
や
保
護
者

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/m3vbujR2aFM

ペットボトルキャップ回収をし、ECO
キャップ運動での世界貢献の取組みを

Ｑ
20
歳
以
上
で
常
時
特
別
な
介
護

を
必
要
と
す
る
人
を
対
象
に
月

約
３
万
円
が
支
給
さ
れ
る
特
別
障
害
者
手

当
の
支
給
対
象
は
、
自
宅
の
ほ
か
有
料
老

人
ホ
ー
ム
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
住
宅
、軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
に

入
っ
て
い
る
人
も
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
「
在
宅

の
障
害
の
あ
る
方
」
で
「
施
設
入
所
者
を

除
く
」
と
し
て
い
る
。
あ
き
ら
か
に
誤
り

で
、
直
ち
に
是
正
し
、
障
害
者
福
祉
や
介

護
保
険
の
窓
口
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
周
知
徹
底
す
る

よ
う
求
め
る
。
ま
た
、
受
給
資
格
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
人
数
と
、
現
在
受
給
さ
れ
て

い
る
人
の
人
数
は
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
手
当
の
対
象

と
思
わ
れ
る
方
に
は
分
か
り
や

す
い
説
明
に
努
め
る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
誤
解
の
な
い
情
報
発
信
に

努
め
て
い
き
た
い
。
現
在
、
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
は
36
人
で
、
受
給
資
格
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
方
の
実
数
は
把
握
し
て

い
な
い
。

生
活
道
路
の
除
雪
―
―
―
―
―
―
―

除
雪
基
準
を
下
げ
て
高
齢
者
、
障

害
者
に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

Ｑ
私
が
行
っ
て
い
る
市
民
ア
ン

ケ
ー
ト
等
に
、「
こ
こ
は
高
齢
者

が
多
く
、
除
雪
は
き
つ
く
な
っ
て
き
て
い

る
。
雪
道
で
高
齢
者
は
買
い
物
に
も
い
け

な
い
」
と
の
声
。
障
害
の
あ
る
息
子
さ
ん

の
お
父
さ
ん
か
ら
は
、「
雪
の
捨
て
る
場

所
も
な
い
し
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎
の

車
の
乗
り
降
り
す
る
の
も
大
変
」
と
の
声

が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
高
齢
者
、
障
害
者

に
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
生

活
道
路
の
除
雪
基
準
を
30
セ
ン
チ
、
40
セ

ン
チ
に
下
げ
ら
れ
な
い
か
。

町
内
会
に
よ
る
生
活
道
路
除
雪
費
補
助

市
長
＝
雪
害
対
策
本
部
設
置
期
間
に

限
定
せ
ず
弾
力
的
運
用
を
検
討

Ａ
市
長
●
町
内
会
除
雪
費
補
助
の

対
象
を
雪
害
対
策
本
部
設
置
期

間
に
限
定
す
る
こ
と
な
く
、
弾
力
的
に
運

用
で
き
な
い
か
、
検
討
し
た
い
。

い
じ
め
問
題
―
―
―
―
―
―
―
―
―

県
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

毎
日
派
遣
の
要
請
を

Ｑ
本
市
の
中
学
校
に
お
い
て
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
生
徒
に
馴
染

み
の
あ
る
存
在
、
何
で
も
話
せ
る
存
在
と

し
て
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制
が
必
要

で
は
な
い
か
。
県
に
、
両
中
学
校
へ
の
毎
日

派
遣
を
強
く
働
き
掛
け
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ
教
育
長
●
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
利
用
は
進
ん
で
い
る
が
、

生
徒
一
人
ひ
と
り
に
き
め
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
を
す
る
た
め
に
は
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
頻
度
や
対
応
時
間
の
強

化
も
重
要
課
題
と
考
え
て
い
る
。
県
に
対

す
る
両
中
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
派
遣
時
間
数
増
加
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
調
査
委
員
会
の
調
査
報
告
書
の

公
表
は
い
つ
に
な
る
か
。

Ａ
教
育
長
●
現
段
階
で
は
、
公
表
時

期
を
明
示
で
き
な
い
が
、「
い
じ

め
の
重
大
事
態
の
調
査
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
対
応
し
た
い
。（
７

月
４
日
公
表
済
）

市
長
＝
御
園
小
学
校
の
「
長
寿
命
化
改

修
事
業
」
来
年
度
か
ら
事
業
に
着
手

Ｑ
御
園
小
学
校
の
大
規
模
改
修
事

業
に
つ
い
て
、
個
別
施
設
計
画
で

は
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
進
め
る
計
画
と

な
っ
て
い
る
が
、
計
画
に
基
づ
き
事
業
を

進
め
る
と
理
解
し
て
よ
ろ
し
い
か
。

Ａ
市
長
●
改
修
事
業
完
了
ま
で
に

５
か
年
程
度
の
期
間
を
要
す
る

と
見
込
ん
で
い
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
事

業
に
着
手
し
た
い
。

誤解のない情報発信に努めていきたい誤解のない情報発信に努めていきたい

施設入所者も特別障害者手当の支給対
象市ホームページの誤り是正し周知を

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/n_Ug6e8Q4Hg

岩見 博 議員
（日本共産党）
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一般質問 一般質問

北村 大助 議員
（野々市フォーラム）

助成申請者数は令和５年度が61名、令和６年度助成申請者数は令和５年度が61名、令和６年度
は92名。その内、約半数の方が出産されている。は92名。その内、約半数の方が出産されている。

不
妊
治
療
支
援
制
度
に
つ
い
て

Ｑ
利
用
状
況
を
伺
う
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
助
成
事
業
の

申
請
者
数
は
令
和
５
年
度
が
61

名
、令
和
6
年
度
が
92
名
と
な
っ
て
お
り
、

令
和
４
年
度
に
不
妊
治
療
が
保
険
適
用
と

な
っ
た
こ
と
で
今
後
も
申
請
さ
れ
る
方
は

増
加
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
こ
の
不
妊
治
療
支
援
費
助
成
事
業
を

利
用
さ
れ
た
方
の
内
、
約
半
数
の
方
が
出

産
さ
れ
て
お
り
、
お
子
様
を
望
ま
れ
る
方

へ
の
と
て
も
大
切
な
支
援
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
不

妊
治
療
支
援
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
産

後
も
母
子
の
心
身
の
ケ
ア
や
育
児
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き

る
環
境
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
営
墓
地
「
メ
モ
リ
ア
ル
パ
ー
ク

の
の
い
ち
」
に
つ
い
て

Ｑ
と
り
わ
け
好
評
と
伺
っ
て
い
る
。

今
後
の
運
営
展
開
も
含
め
て
見

解
を
伺
う
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
利
用
状
況
に

つ
い
て
令
和
７
年
５
月
末
現
在

の
申
込
件
数
及
び
募
集
区
画
数
に
対
す
る

使
用
率
で
申
し
上
げ
ま
す
と
合
葬
墓
に
つ

醸
成
も
重
要
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
の
で
、

今
後
、
道
路
改
良
を
行
う
際
に
、
合
わ
せ

て
事
業
化
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

条
例
制
定
に
つ
い
て

Ｑ
「
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
す
る
時
期
に
き
て
い
る

の
で
な
い
か
。
市
の
基
本
理
念
や
責
務
、

教
育
委
員
会
の
責
務
を
明
文
化
す
る
こ
と

で
市
の
姿
勢
・
考
え
方
を
示
す
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

Ａ
市
長
●
条
例
制
定
し
て
い
る
自

治
体
は
、
地
方
自
治
体
と
し
て
の

い
じ
め
対
策
を
示
す
も
の
で
あ
り
、
基
本

理
念
や
い
じ
め
の
禁
止
事
項
を
定
め
、市・

学
校
・
保
護
者
・
住
民
等
の
責
務
や
役
割

を
明
確
に
す
る
と
共
に
、
市
や
学
校
に
お

け
る
い
じ
め
防
止
基
本
方
針
の
作
成
、
い

じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
や
い
じ
め
対

策
調
査
会
の
設
置
等
に
つ
い
て
規
定
し
て

い
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
。

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
今
後
、
研
究

を
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
大
切

な
こ
と
は
、「
い
じ
め
」
が
児
童
等
の
命

と
健
や
か
な
心
身
の
成
長
や
人
格
の
形
成

に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
命
、
ま
た
は
身
体
に
重
大
な
危
険
を

生
じ
さ
せ
る
恐
れ
の
あ
る
人
権
侵
害
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
こ
と
で
す
。

い
て
は
、
施
設
型
合
葬
墓
は
２
１
３
件
で

10
・
４
％
、
樹
林
型
合
葬
墓
は
５
１
６
件

で
10
・
３
％
で
す
。
ま
た
、
一
般
墓
に
つ

い
て
は
、
壁
型
は
１
４
３
件
で
34・２
％
、

芝
生
型
は
１
８
７
件
で
40
・
０
％
、
墓
石

型
は
２
２
４
件
で
86
・
２
％
で
す
。
最
も

使
用
率
の
高
い
一
般
墓
の
墓
石
型
に
つ
い

て
は
、
開
園
直
後
に
多
く
の
お
申
込
み
を

い
た
だ
き
、
整
備
区
画
数
を
大
幅
に
上

回
っ
た
こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
３
月
に
エ

リ
ア
を
拡
張
し
、
さ
ら
に
１
１
９
区
画
を

整
備
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
運
営
面
で
は
令
和
６
年
能
登
半

島
地
震
及
び
奥
能
登
豪
雨
で
お
墓
に
被
害

を
受
け
ら
れ
た
方
の
支
援
と
し
て
、
今
年

４
月
か
ら
市
外
在
住
の
方
に
も
合
葬
墓
を

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
申
込
資
格
を

拡
大
致
し
ま
し
た
。
今
後
に
つ
き
ま
し
て

も
引
き
続
き
施
設
の
維
持
管
理
に
万
全
を

期
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
皆
様
の
ニ
ー

ズ
に
沿
っ
た
運
用
の
見
直
し
を
行
う
等
、

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

無
電
柱
化
整
備
事
業
に
つ
い
て

Ｑ
旧
北
国
街
道
の
一
部
整
備
済
み

路
線
を
さ
ら
に
東
西
へ
延
伸
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ
市
長
●
今
後
の
東
西
方
向
の
事
業

延
伸
に
つ
い
て
は
地
元
の
機
運
の

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/6maBiPiUUWo

不妊治療支援制度の利用状況を伺う

Ｑ
「
野
々
市
市
こ
ど
も
計
画
」
は
第

２
次
総
合
計
画
の
部
門
別
計
画

で
あ
り
、「
地
域
福
祉
計
画
」、「
教
育
大
綱
」

及
び
関
連
す
る
諸
計
画
と
の
整
合
性
を
図

り
な
が
ら
策
定
さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
、「
若
者
の
意
識
と

生
活
に
関
す
る
調
査
」
で
は
、「
お
金
の

心
配
を
す
る
こ
と
な
く
学
べ
る
（
進
学
・

塾
）
よ
う
に
支
援
」
と
回
答
し
た
方
が
約

77
％
と
最
も
多
か
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て

「
こ
ど
も
の
貧
困
対
策
の
充
実
」
が
策
定

さ
れ
、「
経
済
状
況
に
関
わ
ら
ず
質
の
高

い
教
育
を
受
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
に
挑
戦

で
き
る
よ
う
、
誰
も
が
等
し
く
学
習
す
る

機
会
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
各
種
支
援
制

度
に
つ
い
て
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を
実

施
す
る
」
と
記
さ
れ
た
。
奨
学
金
等
の
情

報
提
供
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不

十
分
で
あ
る
。
奨
学
金
を
利
用
す
る
と
卒

業
後
に
返
済
が
始
ま
り
、
若
者
の
貧
困
問

題
と
な
っ
て
い
る
。
野
々
市
市
独
自
の
返

済
の
い
ら
な
い
給
付
型
奨
学
金
制
度
な

ど
、
子
ど
も
・
若
者
の
貧
困
対
策
と
し
て

具
体
に
支
援
制
度
を
創
設
す
べ
き
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

Ａ
市
長
●
議
員
提
案
の
返
済
不
要

の
給
付
型
奨
学
金
制
度
や
、
新
た

な
補
助
制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
市
に

必
要
な
取
り
組
み
と
し
て
「
お
金
の
心
配

を
す
る
こ
と
な
く
学
べ
る
よ
う
に
支
援
す

る
」
と
回
答
さ
れ
た
若
者
の
声
が
最
も
多

い
こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、
他
自
治
体
の

先
進
事
例
や
、
既
存
制
度
と
の
整
合
性
な

ど
を
勘
案
し
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
支

援
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
子
ど
も
や
若

者
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て
充
実
を
図
る
こ

と
は
、
将
来
の
地
域
社
会
を
支
え
る
人
材

の
育
成
と
い
う
観
点
か
ら
も
、
極
め
て
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
の

で
、一
人
ひ
と
り
が
将
来
に
希
望
を
持
ち
、

安
心
し
て
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査
と

支
援
に
つ
い
て

Ｑ
「
こ
ど
も
計
画
」
の
施
策
と
し
て

「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
調
査

と
支
援
」
が
設
け
ら
れ
た
。「
学
校
等
の

保
育
・
教
育
機
関
を
通
じ
た
実
態
把
握
を

進
め
る
と
と
も
に
、
教
育
と
福
祉
の
関
係

者
が
連
携
し
た
支
援
体
制
を
確
保
す
る
」

と
い
う
事
業
内
容
に
あ
る
通
り
、
本
市
独

自
に
実
態
調
査
を
行
い
、
具
体
の
支
援
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
よ
ろ
し
い
か
。

Ａ
市
長
●
表
面
化
し
て
い
な
い
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
を
早
期
に
見
つ
け
出

し
、
必
要
な
支
援
に
繋
げ
る
た
め
に
は
、
本

市
独
自
の
調
査
が
必
要
と
な
る
の
で
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
な
が
ら
実
態
調
査
実

施
に
向
け
て
準
備
を
し
て
い
く
。
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
支
援
が
必
要
な
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

―
に
対
し
て
は
、
学
校
や
地
域
福
祉
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
な
が
ら
、
個
別
の
状
況

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
っ
て

い
く
。

地
域
共
生
推
進
室
に
つ
い
て

Ｑ
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
重

層
的
支
援
体
制
事
業
が
創
設
さ

れ
た
。
こ
れ
の
取
り
組
み
と
し
て
設
置
さ

れ
た
地
域
共
生
推
進
室
の
施
策
を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
今
年
度
か
ら
新
た
に
３

つ
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
多
機
関
協
働
事
業
」
で
は
、
各
支
援
機

関
の
役
割
分
担
や
方
向
性
を
定
め
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る
。「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
等
を
通

じ
た
継
続
的
支
援
事
業
」
は
、
長
期
に
わ

た
り
、引
き
こ
も
り
の
状
態
に
あ
る
な
ど
、

将
来
的
な
支
援
ニ
ー
ズ
を
抱
え
な
が
ら
も

必
要
な
支
援
が
届
い
て
い
な
い
方
を
支
援

す
る
事
業
で
あ
る
。「
参
加
支
援
事
業
」は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
対
象
者
が
社
会
参
加
の
足
が

か
り
と
し
て
気
軽
に
参
加
で
き
る
場
や
機

会
を
創
出
す
る
事
業
で
あ
る
。具
体
に
は
、

地
域
サ
ロ
ン
の
活
用
や
、
民
間
企
業
に
よ

る
軽
度
の
就
労
体
験
等
を
想
定
し
て
い

る
。

先進事例や既存制度との整合性を勘先進事例や既存制度との整合性を勘
案し実効性ある支援を検討する案し実効性ある支援を検討する

給付型奨学金制度などの新たな補助
制度を創設せよ

西本 政之 議員
（令和清栄）

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/lpu1gCHtB9s
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ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
に
於
け
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
実
態
調
査
等
を
ど
の
よ
う

に
行
い
、
分
析
し
、
心
身
の
ケ
ア
ー
に
努

め
て
い
る
の
か
。
実
態
調
査
を
行
う
補
助

金
制
度
活
用
な
ど
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
実

態
調
査
」
に
向
け
た
関
係
機
関
と
の
連
携

強
化
に
向
け
た
施
策
の
展
開
に
つ
い
て
の

考
え
を
問
う
。

Ａ
市
長
●
学
業
や
進
路
選
択
、
友
人

関
係
な
ど
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
可
能
性
が
あ
り
、
社
会
全
体
で
早
期
に

把
握
し
、
支
援
に
繋
げ
て
行
く
必
要
が
あ

る
重
要
な
課
題
で
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。
子
ど
も
・
若
者
育
成
支
援
推
進
法

の
改
正
に
よ
り
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
定

義
が
法
律
上
、明
確
に
位
置
付
け
ら
れ
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
支
援
の
対
象
と
し
て

明
示
さ
れ
自
治
体
と
し
て
も
必
要
な
支
援

を
講
じ
る
責
任
が
明
文
化
さ
れ
て
お
り
、

現
時
点
で
は
独
自
の
実
態
調
査
を
行
っ
て

は
お
り
ま
せ
ん
が
、
関
係
機
関
か
ら
の
情

報
収
集
に
よ
り
、
早
期
発
見
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
に
於
け
る
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
実
態
把
握
を
目
的
と
し
た
調
査

に
関
し
ま
し
て
は
、
来
年
度
の
実
施
に
向

け
関
係
部
局
と
連
携
を
進
め
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
に
よ
る
犯
罪
問
題

Ｑ
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
等
に
対
し
、

学
校
に
お
け
る
指
導
や
家
庭
内
に

お
け
る
ル
ー
ル
を
設
け
、
子
ど
も
達
を
犯

罪
か
ら
守
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
と
考
え

る
。
各
家
庭
と
の
連
携
及
び
関
係
機
関
と

連
携
を
ど
の
よ
う
に
考
え
、
子
ど
も
達
を

犯
罪
か
ら
守
る
た
め
の
対
処
策
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
を
問
う
。

Ａ
教
育
部
長
●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
普
及
に
よ
り
、
オ
ン
ラ
イ
ン

ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
原
因
と
な
り
子
ど
も

た
ち
が
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
る
事
案
が
増

加
し
て
お
り
ま
す
。
本
市
で
は
、「
生
徒

指
導
連
絡
協
議
会
」
を
設
置
し
、
学
校
、

教
育
委
員
会
、
市
長
部
局
関
係
課
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
等
数
々
の
団
体
と
児
童
生
徒
の
問
題
行

動
や
そ
の
他
諸
課
題
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
い
、
課
題
の
共
有
に
努
め
、
令
和
４

年
度
よ
り
取
り
組
ん
で
い
る
「
の
の
い
ち

　
デ
ジ
タ
ル・シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
教
育
」

を
通
じ
て
、
責
任
あ
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
使
い
方

と
社
会
貢
献
の
仕
方
を
、
市
内
小
中
学
校

の
児
童
生
徒
に
系
統
的
に
指
導
し
て
い

る
。
ま
た
、
本
市
の
各
種
団
体
で
構
成
す

る「
の
の
い
ち
っ
子
を
育
て
る
市
民
会
議
」

か
ら
今
後
、学
校
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、

家
庭
で
の
メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
ル
ー
ル
作

り
の
た
め
に
研
究
を
し
て
い
く
と
聞
い
て

お
り
、
本
市
と
し
て
も
関
係
機
関
と
協
力

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
安
心
を
守
る

た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。旧

野
々
市
町
合
併
記
念
式
典
に
関
し
て

Ｑ
野
々
市
町
合
併
50
周
年
記
念
式

典
が
挙
行
さ
れ
て
か
ら
２
０
年

余
り
が
経
過
、
こ
の
間
に
野
々
市
市
に
生

活
拠
点
を
求
め
ら
れ
、
新
し
く
野
々
市
市

民
と
な
ら
れ
た
方
が
一
万
人
強
と
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
方
々
に
ど
の
よ
う
な
形
で

地
区
・
地
域
の
文
化
を
継
承
い
た
だ
く
の

か
。Ａ

市
長
●
地
域
文
化
は
新
た
な
市
民

と
な
ら
れ
た
皆
さ
ん
の
み
な
ら

ず
、
昔
か
ら
の
市
民
の
方
々
に
も
愛
着
を

持
っ
て
い
た
だ
く
う
え
で
、
地
域
に
根
付

い
た
文
化
は
非
常
に
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
中
で
も
、
世
代
か
ら
世
代
へ
と
守

り
伝
え
ら
え
た
野
々
市
じ
ょ
ん
か
ら
、
各

地
区
の
虫
送
り
や
、
秋
祭
り
行
わ
れ
る
野

菜
神
輿
や
獅
子
舞
な
ど
10
件
を
市
の
無
形

文
化
財
に
指
定
し
て
お
り
、
今
後
も
引
き

続
き
地
域
文
化
継
承
の
た
め
、
そ
の
魅
力

発
信
を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
文
化
を
次

世
代
に
伝
承
す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

中村 和流 議員
（ののいち市民の会）

令和８年４月以降、市税納付全てを令和８年４月以降、市税納付全てを
QR コード決済で可能とするQR コード決済で可能とする

市
の
キ
ャッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
つ
い
て

Ｑ
国
は
将
来
的
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

比
率
80
％
を
目
指
し
、
県
は
手
数

料
や
使
用
料
を
２
０
２
６
年
度
中
に
す
べ

て
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
に
す
る
方
針
。

本
市
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
比
率
は
。

Ａ
総
務
部
長
●
本
市
の
決
済
比
率
は

令
和
６
年
度
末
で
、
手
数
料
は
、

11
・
８
％
、
市
税
は
口
座
振
替
を
含
め
て

60
・
７
％
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
。

Ｑ
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
対
象
範

囲
の
拡
大
を
ど
う
考
え
る
か
。

Ａ
総
務
部
長
●
令
和
８
年
度
秋
を

め
ど
に
公
金
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
納
付
機
能
を
実
装
し
、
準
備
が
整
っ
た

公
金
か
ら
対
応
す
る
。

　
市
税
は
、
令
和
８
年
４
月
以
降
に
課
税

と
な
る
す
べ
て
の
税
目
で
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

決
済
を
可
能
と
す
る
予
定
。

公
立
保
育
園
の
紙
お
む
つ
の
サ
ブ

ス
ク
リ
プ
シ
ョ
ン
の
導
入
に
つ
い
て

Ｑ
去
年
市
立
中
央
保
育
園
に
導
入

し
た
紙
お
む
つ
の
定
額
有
償

サ
ー
ビ
ス
を
他
の
公
立
保
育
園
に
拡
大
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
現
在
中
央
保

育
園
で
は
園
児
の
約
３
分
の
１

な
ど
と
の
連
携
で
促
進
す
る
よ
う
求
め
て

い
る
。
カ
ミ
ー
ノ
、
カ
レ
ー
ド
、
フ
ォ
ル

テ
の
稼
働
率
は
ど
の
位
か
。

Ａ
市
長
●
令
和
６
年
度
、
カ
レ
ー
ド

の
来
館
者
は
年
間
33
万
人
（
目
標

30
万
人
）。市
内
公
民
館
４
施
設
と
カ
レ
ー

ド
の
市
民
学
習
セ
ン
タ
ー
合
わ
せ
て
約

14
万
人
（
目
標
20
万
人
）。
フ
ォ
ル
テ
は

目
標
値
は
な
い
が
、
大
ホ
ー
ル
は
土
・
日

曜
日
の
稼
働
率
が
高
く
、
平
日
が
低
い
特

徴
が
あ
り
、
課
題
で
あ
る
。

Ｑ
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
等
の
公
開
、
国
の
運
用
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た「
取
組
み
評
価
」

の
複
数
年
の
公
表
と
改
善
を
求
め
る
。

Ａ
地
域
政
策
部
長
●
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
は
職
員
向
け
の
た
め
修
正
が

必
要
で
、
公
表
に
向
け
課
題
を
整
理
検
討

し
た
い
。
取
組
み
評
価
は
推
移
が
分
か
る

よ
う
に
複
数
年
の
公
表
を
検
討
し
た
い
。

に
あ
た
る
９
名
が
利
用
、
他
の
公
立
園
で

の
導
入
は
保
護
者
の
希
望
を
伺
い
、
紙
お

む
つ
の
保
管
ス
ペ
ー
ス
確
保
と
合
わ
せ
て

検
討
す
る
。

Ｑ
園
内
に
備
蓄
さ
れ
た
紙
お
む
つ

を
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
で

災
害
支
援
と
し
て
活
用
し
た
保
育
園
が

あ
っ
た
。
紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
業
者
と

の
災
害
協
定
を
結
ん
で
は
ど
う
か
。

Ａ
健
康
福
祉
部
長
●
事
業
者
か
ら

提
案
が
あ
れ
ば
協
定
の
締
結
に

向
け
て
協
議
を
進
め
た
い
。

公
共
施
設
の
運
用
方
針
に
つ
い
て

Ｑ
市
役
所
「
ホ
ー
ル
椿
」
の
土
日
の

利
用
に
つ
い
て

Ａ
総
務
部
長
●
市
役
所
庁
舎
は
公

共
施
設
で
は
な
く
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
公
的
業
務
で
使
う
「
公
用
施

設
」
で
あ
り
、
建
物
の
防
犯
及
び
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
等
の
安
全
管
理
の
面
か
ら
も

外
部
へ
の
貸
館
は
行
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
国
は
、
公
民
館
を
含
む
社
会
施
設

の
利
用
を
、
民
間
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/BfQA0nVd5_0

キャッシュレス決済の拡大予定は？

昨今の物価高騰で、保護者皆様には様々な負担が多いことか昨今の物価高騰で、保護者皆様には様々な負担が多いことか
ら、食材の高騰分については、市で負担させていただきますら、食材の高騰分については、市で負担させていただきます

学校給食食材の高騰で食材の負担金額が増額
となった場合、保護者に負担を請求するのか

向田 誠市 議員

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/cm3gt1tm15Q

中央保育園での
おむつ・おしりふき

の保管棚

稼働率算定方法・・・稼働日数／開館日数
●学びの杜ののいちカレード

（令和 6 年度）
音楽スタジオ 83%
研修室・会議室 80%
キッチンスタジオ 19%
●にぎわいの里ののいち カミーノ

（令和 6 年度）
ホール 93%
学習室２ 55%
学習室３ 51%
●野々市市文化会館フォルテ

（令和５年度）
大ホール 53%
小ホール 65%
ミーティングルーム 74%

※ QR コードは、
　（株）デンソーウェーブの登録商標です
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一般質問 一般質問

小堀 孝史 議員
（野々市フォーラム）

子育て世代の定住促進や住宅取得支援によ子育て世代の定住促進や住宅取得支援によ
り、若い世代の定住促進に取り組んでいるり、若い世代の定住促進に取り組んでいる

Ｑ
人
口
減
少
対
策
と
し
て
、
地
域
産

業
の
高
付
加
価
値
化
に
取
組
ん

で
い
る
施
策
は
。

Ａ
市
長
●
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
開

催
や
活
動
施
設
へ
の
入
居
支
援

な
ど
を
通
じ
て
、
既
存
企
業
の
生
産
性
向

上
や
付
加
価
値
の
高
い
新
た
な
産
業
の
創

出
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

第
２
期
総
合
戦
略
の
成
果
は

Ｑ
令
和
６
年
度
満
了
し
た
第
２
期

総
合
戦
略
の
基
本
戦
略
の
成
果

は
。Ａ

市
長
●
戦
略
１
つ
目
「
し
ご
と
を

創
る
」
で
は
、
企
業
誘
致
や
企
業

支
援
を
着
実
に
進
め
た
こ
と
に
よ
り
、
地

域
産
業
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
た
。
２
つ

目
「
ひ
と
の
流
れ
を
創
る
」
で
は
、「
の

の
い
ち
子
育
て
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
整
備

し
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
子
育
て
ま
で
切
れ

目
の
な
い
支
援
体
制
を
構
築
で
き
た
。
３

つ
目
「
魅
力
的
な
ま
ち
を
創
る
」
で
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
に
お
け
る
生
活
環
境

整
備
の
向
上
や
北
国
街
道
周
辺
の
賑
わ
い

創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
に
よ
り
、
関
係

人
口
と
の
つ
な
が
り
も
強
化
し
て
き
た
。

第
３
期
総
合
戦
略
の
基
本
姿
勢
は

Ａ
総
務
部
長
●
拠
点
避
難
所
は
、
自

宅
を
失
っ
た
被
災
者
が
、
物
資
の

供
給
、
医
療
支
援
、
情
報
提
供
な
ど
を
受

け
、
今
後
、
生
活
再
建
を
目
指
す
重
要
な

施
設
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

一
次
的
に
避
難
し
た
施
設
の
役
割
は

Ｑ
被
災
者
が
拠
点
避
難
所
以
外
の
場

所
へ
一
次
的
に
避
難
し
た
施
設
の

位
置
付
け
や
役
割
は
。

Ａ
総
務
部
長
●
県
か
ら
公
表
さ
れ

た
被
害
想
定
を
検
証
し
、
本
市
に

お
け
る
避
難
場
所
や
役
割
や
機
能
に
つ
い

て
検
討
す
る
。

避
難
所
運
営
を
自
主
防
災
会
と
連

携
はＱ

避
難
所
運
営
は
行
政
職
員
だ
け
で

は
限
界
が
あ
り
、
自
主
防
災
士
や

町
内
会
な
ど
と
連
携
し
て
ど
の
よ
う
に
地

域
体
制
を
強
化
し
て
い
く
か
。

Ａ
市
長
●
避
難
区
防
災
会
に
は
「
自

分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
守

る
」
の
自
助
の
理
念
に
基
づ
き
、
資
機
材

整
備
費
用
を
支
援
し
て
い
る
ほ
か
、
今
年

度
か
ら
町
内
会
が
実
施
す
る
防
災
訓
練
の

活
動
費
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
多
く
の
ひ
と
が
、「
暮
ら
し
続
け

た
い
ま
ち
」
を
提
供
す
る
基
本
姿

勢
は
。

Ａ
市
長
●
市
民
の
皆
様
と
協
働
し

て
「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
こ
と
が
基
本
姿
勢
で
す
。

総
合
計
画
と
総
合
戦
略
の
協
調
は

Ｑ
本
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
、
総

合
計
画
と
ど
の
よ
う
に
協
調
し
て

取
り
組
む
の
か
。

Ａ
市
長
●
第
二
次
総
合
計
画
は
、
将

来
都
市
像
「
か
が
や
き
無
限
大　

み
ん
な
で
つ
く
る　
イ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
の
い
ち
」
を
実
現
す
る
た
め
の
長
期
的

な
方
針
を
定
め
た
計
画
で
す
。
一
方
、
第

３
期
総
合
戦
略
は
、
人
口
減
少
や
地
域
産

業
の
課
題
に
特
化
し
た
計
画
で
あ
り
ま
す
。

両
計
画
の
協
調
は
、
重
要
業
績
評
価
指
標

（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
を
同
時
期
に
効
果
な
検
証
を
行

う
こ
と
で
連
動
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
の
教
訓
と
し
て
拠
点

避
難
所
を
再
定
義
し
て
は
如
何
か

Ｑ
能
登
半
島
地
震
で
は
拠
点
避
難
所

が
孤
立
化
し
て
、
機
能
不
全
に
な

る
例
も
あ
っ
た
。
今
後
、
本
市
は
拠
点
避

難
所
を
ど
の
よ
う
に
再
定
義
し
整
備
を
進

め
て
い
く
か
。

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/-WRpfIWxFXg

第３期ののいち創生総合戦略において、
人口減少問題にどのように取り組むか

Ｑ
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
に
つ

い
て
県
が
公
表
し
た
「
地
震
被
害

想
定
調
査
」に
記
載
さ
れ
て
い
る「
森
本・

富
樫
断
層
帯
の
主
な
被
害
予
測
結
果
」
を

受
け
、
地
域
防
災
計
画
の
更
新
を
ど
の
様

な
観
点
で
見
直
す
の
か
市
長
の
見
解
を
伺

う
。Ａ

市
長
●
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
避
難
生

活
で
き
る
環
境
整
備
や
長
期
生
活
の
た
め

の
衛
生
環
境
の
向
上
、
住
宅
の
耐
震
改
善

の
助
成
、
な
ど
の
新
し
い
観
点
を
盛
り
込

む
。Ｑ

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
と
同

様
に「
森
本
富
樫
断
層
帯
」と「
庄

川
断
層
帯
」、あ
る
い
は「
邑
知
潟
断
層
帯
」

が
連
動
し
た
場
合
の
危
機
管
理
想
定
と
防

災
体
制
が
必
要
と
考
え
る
が
市
長
の
見
解

を
伺
う
。

Ａ
市
長
●
令
和
６
年
能
登
半
島
地

震
は
震
源
域
付
近
で
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
7
・
3
相
当
の
地
震
が
2
回
、

13
秒
の
間
隔
で
発
生
し
た
こ
と
が
甚
大
な

被
害
を
も
た
ら
し
た
要
因
の
一
つ
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
本
市
と
し
て
は
、
危

機
管
理
の
観
点
か
ら
、
想
定
の
幅
を
広
げ

て
備
え
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

公
益
通
報
保
護
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

Ｑ
「
野
々
市
市
公
益
通
報
処
理
要

綱
」
つ
い
て
、
一
般
市
民
へ
の
周

知
方
法
と
そ
の
効
果
、
通
報
者
等
へ
の
支

援・監
督
を
ど
の
様
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
市
長
●
こ
れ
ま
で
公
益
通
報
の
受

理
は
な
い
が
、「
公
益
通
報
者
保
護

法
」
や
「
野
々
市
市
公
益
通
報
処
理
要
綱
」

に
つ
い
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
、
通

報
窓
口
を
市
民
協
働
課
と
し
支
援
し
て
い

る
。
同
課
は
市
で
対
応
す
べ
き
通
報
か
判

断
し
法
令
に
基
づ
き
適
切
な
措
置
を
行
う
。

Ｑ
今
後
の
課
題
と
展
望
に
つ
い
て
、

デ
ジ
タ
ル
化
に
伴
う
通
報
方
法
の

多
様
化
や
通
報
者
の
ケ
ア
、
通
報
後
の

キ
ャ
リ
ア
支
援
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
市
長
●
公
益
通
報
は
電
子
メ
ー
ル

で
も
受
け
付
け
を
し
て
い
る
。
ケ

ア
に
つ
い
て
も
、
通
報
者
が
不
利
益
を
被

る
事
が
な
い
よ
う
支
援
に
つ
と
め
る
。

生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

Ｑ
本
市
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
を
活

用
し
た
庁
内
事
務
処
理
の
具
体

的
事
例
と
そ
の
効
果
、
職
員
の
時
間
外
労

働
の
削
減
時
間
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
総
務
部
長
●
行
政
文
章
や
会
議

録
の
作
成
支
援
な
ど
多
岐
に
わ

た
り
活
用
し
て
い
る
。
文
章
作
成
時
間
の

短
縮
や
情
報
の
検
索
整
理
が
迅
速
と
な
り

効
率
化
に
起
用
し
て
い
る
。
時
間
外
労
働

の
削
減
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
活

用
し
て
お
り
把
握
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
情
報
漏
洩
リ
ス
ク
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
、
個
人
情
報
や
機
密
情

報
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

Ａ
総
務
部
長
●
情
報
取
扱
は
、
細
心

の
注
意
を
払
う
よ
う
周
知
徹
底

し
、
職
員
向
け
の
説
明
会
を
実
施
し
、
主

旨
が
浸
透
す
る
よ
う
取
り
組
む
。ま
た「
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
し
注
意
す
べ
き
事

項
を
定
め
周
知
徹
底
を
図
っ
て
い
る
。

全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て

Ｑ
学
力
テ
ス
ト
の
意
義
と
結
果
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ

る
の
か
教
育
長
の
見
解
を
伺
う
。

Ａ
教
育
長
●
児
童
生
徒
の
学
習
意

欲
、
生
活
習
慣
な
ど
多
面
的
調
整

を
行
い
効
果
的
な
教
育
指
導
や
支
援
策
を

検
討
す
る
。
今
後
も
積
極
的
に
活
用
情
報

共
有
し
保
護
者
・
地
域
・
学
校
が
一
体
と

な
り
、
子
供
の
成
長
を
支
え
る
事
が
重
要

と
考
え
る
。

環境配慮や衛生環境、住宅の耐震改修環境配慮や衛生環境、住宅の耐震改修
の助成と促進化などを進めるの助成と促進化などを進める

地域防災計画の更新について、
どの様な観点で見直すのか伺う

西村 雅博 議員
（ののいち市民の会）

一般質問のページは、各議員の
文責により編集されています。

一般質問を動画でご覧いただけます。
　※二次元コードは機種によりご利用いただけない場合があります。
　　PCからは、　https://youtu.be/2wpAf7mkMGU
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「高校生議会」「高校生議会」をを開催いたしました !開催いたしました !SDGs研修を受講しました
　主権者教育の一環として、次代を担う高校生に、市政や市議会への理解と関心を高め
てもらうとともに、様々な意見を今後の市議会での議論の参考とすることを目的として、
高校生議員の一般質問に市議会議員全員で答弁させていただきました。

●令和 7 年 7 月 23 日（水）　午後 2 時 30 分～野々市市議会　本会議場
●石川県立野々市明倫高等学校　3 人 1 組とし、5 グループ　計 15 人
●高校生の視点から、日常生活において、野々市市に望むことや改善点、疑問点など

　野々市市は、令和 5 年内閣府より、「SDGs 未来都市・自治体
SDGs モデル事業」に選定され、「SDGs 未来都市推進事業」とし
て様々な取組を進めています。
　議員研修の一環として、7 月 2 日に SDGs 研修を受講しました。
　講師は、㈱ LODU、金沢工業大学 SDGs 推進センター、金沢工
業大学学生団体 SDGs Global Youth Innovators 、の 3 団体で
した。
　始めに、SDGsの始まりや仕組み、目的、世界動向などの説明を受けました。引き続き5グルー
プに分かれ、各グループでは学生が司会進行して「THE SDGs アクションカードゲームＸ（ク
ロス）ののいち版」を実体験する事ができました。ゲームの真の目的は、SDGs のコンセプ
トである「誰一人取り残さない社会」を実現する事であり、「イノベーション」によって、世
の中の「トレードオフ」（何かを達成するために何かを犠牲にすること）の解消を目指す事が

「持続可能な開発目標」の達成につながると考えます。引き続き市議会としても理解を深めて
いきます。

「SDGs（エスディージーズ）」って何！ 
　SDGs とは、「Sustainable Development Goals」（サステナブル デベロップメント ゴー
ルズ）の頭文字の略で日本語では「持続可能な開発目標」と訳されます。2015 年 9 月の国
連サミットで 150 を超える加盟国参加のもと、全会一致で採択され、「貧困、飢餓、教育、紛争、
気候変動、不平等」等 17 項目について、2030 年までに達成すべき世界共通の目標の事を言
います。野々市市においても、この活動における様々な政策を実施しておりますので、ご協
力ください。

河上　莉緒　　議員：のっティの頻度の増加について

横山　朱理　　議員：学生誰でも利用できる勉強スペースの設置について

松本　紀穂　　議員：信号の歩行時間の延長について

加賀谷侑那　　議員：道路の渋滞改善について

大和　美晴　　議員：街路樹の高さの修正について

坂口　紗奈　　議員：融雪装置の増設ついて

瀬　森乃介　　議員：公園のバリエーションの増加ついて

前　　遥登　　議員：かめはうすやユニクロの近くのアンダーパスの改善について

高瀬　怜桜　　議員：横断歩道の設置について

稲林　莉瑚　　議員：のっティのルート変更について

垣坂　穂佳　　議員：街灯の増加について

小杉　優衣　　議員：デザイン性の高い街灯の設置について 

青木　友紀　　議員：のっティバスの IC カードの使用について

宮向　那和　　議員：自転車専用道路の設置について

野本　紘路　　議員：介護施設の増加について

●�当日は粟野々市市長も参加
し、高校生議会について総評
を述べていただきました。

●�一般質問の質疑や答弁状況に
つきましては、You Tube に
て、視聴する事ができます。

　市ホームページ
　「高校生議会」

●�市議会といたしましても、継
続して高校生議会を実施でき
るよう準備していきます。

SDGs バッジ

講習会の全景 アクションカードゲームを体験
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本会議は誰でも予約なしで傍聴できます。お気軽に傍聴ください。
インターネットで本会議の様子を生中継しています。

日 月 火 水 木 金 土
31 1 2 3 4 5 6

午前 10 時～
本会議　開会

7 8 9 10 11 12 13
午前 10 時～
 本会議　一般質問

午前 10 時～ 
本会議　一般質問

午前 9 時 30 分～
予算決算常任委員会

午前 9 時 30 分～
予算決算常任委員会

14 15 16 17 18 19 20
午前 9 時 30 分～
予算決算常任委員会

午前 10 時～
総務産業常任委員会 
午後 2 時～
教育福祉常任委員会

午前 10 時～
議会改革特別委員会 
午後 2 時～
野々市中央公園拡張
整備事業に関する特
別委員会

21 22 23 24 25 26 27
午前 10 時～
予算決算常任委員会

午後 2 時～
本会議　閉会

9月定例会の予定　会期：９月１日（月）～25日（木）　（25日間）

生中継

生中継生中継

生中継

　野々市市議会の議会報告会を開催いたします。前回の報告会での皆さまからのご意見や
ご指摘を踏まえ、時間配分や進行内容など、改善すべき課題を議会改革特別委員会で協議
調整を行いました。また、参加いただいた市民の皆さまと、意見交換会も実施いたします。
詳細は後日市議会のホームページ等で開示いたしますので、宜しくお願いします。
　開催時期：（１回目）10 月又は 11 月　（２回目）4 月又は 5 月
　開催場所：（１回目）本町・郷地区の公民館　（２回目）富奥・押野地区の公民館
　報告内容：2 常任委員会からの、決算や予算、委員会協議の内容などについて
　意見交換：テーマを決め、参加者からのご意見を収集し、議員との意見交換を行います

表
　
彰

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

北
信
越
市
議
会
議
長
会
表
彰

安
原
　
　
透
　
議
員

北
村
　
大
助
　
議
員

市
議
会
議
員
と
し
て
10
年
、
市
政
の
振
興

に
努
め
ら
れ
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会
感
謝
状

北
村
　
大
助
　
議
員

全
国
市
議
会
議
長
会
地
方
行
政
委
員
と
し

て
会
務
運
営
に
あ
た
り
、
会
の
使
命
達
成

に
尽
く
さ
れ
た
。

北村 大助　議員 安原 透　議員

感
謝
状


